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私たちは、地域に開かれた病院として

皆様の医療、福祉、健康増進に努めます。
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　　　　　【病院の行動理念】

1. 私達は、患者様の健康の維持に全力を注ぎます。

2. 私達は、思いやりの心をもち笑顔と挨拶を心掛けます。

3. 私達は、科学的に根拠のある最新の医療を提供します。

4. 私達は、眼に関する全てのことを取り扱う眼の総合病

   院を確立します。
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私ことドクター Yがお答えします。瞳孔（ひとみ）は通常 3mm 程度

の大きさしかなく眼底をより詳しく周辺部まで検査するためには、

目薬をいれて瞳を大きくする（7～ 8mm) 必要があります。瞳孔がも

との大きさに戻るのは約 3～ 4時間ぐらいで戻ります。その間は、

非常に見えにくく、光もまぶしく感じられますので散瞳検査をする

際にはお車でのご来院はお避けください。散瞳剤の副作用はありま

せん。まれに、アレルギーをもたれている方は、目の

周りが赤くなったりかゆくなったりすることがありま

すが、その際には医師にお申し出ください。

『散瞳』検査ってな～に？



近年、患者数の増加が著しい病気の代表に、糖尿病があります。日本で

は患者数は約 690 万人、予備軍を含めると、約 1,370 万人になります。

糖尿病は合併症（余病）が怖い病気で、合併症はとくに腎臓や神経、そ

して眼に現れることが多く、これらは三大合併症といわれます。

　眼の合併症は、糖尿病と診断されたときから定期的な眼科の検査を受

け、糖尿病と眼科の適切な治療を続けていれば、確実に防げます。

しかし、実際には糖尿病を放置している人が少なくなく、

毎年 3,000 人以上の方が、糖尿病の合併症で視力を失い、

成人の失明原因のトップとなっています。

初期の頃は自覚症状はほとんどありません。「増殖網膜症」が進み新生

血管から出血が起こるようになると、自覚症状が現れます。出血が起こる

と、目の前で蚊が飛んでいるような感じがしたり、大量の出血の場合には、

目の前が真っ赤になったと感じます。また、視野が欠けていると感じるこ

とがあります。

　ただし、人によっては片目だけの視力障害の場合には気づかないことも

あります。網膜症と診断されたことがある人は、ときどき片目

ずつ手で隠すなどして、視力に異常がないか自分で確認する

こともとても大切です。

糖尿病網膜症は、かなり進行するまで自覚症状が見られない病気です。

糖尿病とわかったら直ちに眼科で診てもらうことが最も重要です。眼底

検査をすると、網膜症になる前にも、網膜の血液の流れ方に少しでも異

常があればわかります。一般に、糖尿病を患っている期間が長いほど、

網膜症を合併する可能性も高くなるといわれます。糖尿病と診断された

ら、視力に変化がなかったり眼に異常を感じなくても、

1年に一度くらいは眼科で診てもらいましょう。

糖尿病眼合併症の巻糖尿病網膜症って怖いの？

自覚症状はあるの？

糖尿病っていわれたら？



高木眼科病院外来医師担当表・診療時間

平成14年 9月現在

午前診療時間    9 時～ 12 時 00 分  ( 木曜日：8時 30 分～ 12 時）

午後診療時間  14 時～ 17 時 30 分  ( 木曜日：午後休診）※３月より終了時刻延長

   ※祝祭日：休診

   ※日曜日は変則的ですのでお問い合わせください。

   ※眼鏡・コンタクトレンズ作成は、受付終了 30 分前までにお越しください。

《 お知らせ 》

   ３月より月・金曜日のみ診療終了時刻を 18 時 30 分まで延長いたします。

　　　当院では、近視手術を行っております。手術説明会を毎月 2回土曜日（午後 1時～）に

　　　行っておりますので興味ある方は当院スタッフにお申し出くださいませ。
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